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創造力と総合力で、
時代と社会を見つめます。
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■SKSグループ 住吉熱錬工業株式会社 

昭和製缶株式会社 

岡崎興産 
株式会社 

SHOWA CHAIN 
SINGAPORE PRIVATE LTD.

P.T. INDONESIA MAGMA CHAIN

昭和機械製鎖 
株式会社 

【生産管理・販売部門】 
　　昭和機械商事 
　　株式会社 

【製造部門】 
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リンクチェーンがまだヨーロッパなどの輸入品に頼っていた頃から、

業界に先駆けた技術開発、品質向上にチャレンジし、

独自の高精度チェーンをつくりだしてきたSKS。

漁網用チェーンや造船・鉄鋼分野に代表される

各種スリング用チェーンなど、チェーン業界の

リーディングカンパニーとして、産業社会の期待に応えてきました。

そしてその培われた技術と実績で、搬送用チェーンコンベヤなどの

関連製品開発、環境問題をクリアする廃水処理装置、

FAニーズに応える高周波の急速加熱を応用した、

合理化・省力化装置などの新製品開発を積極的に推進し、

各方面から高い評価をいただいています。

さまざまな産業分野に、価値ある技術と製品を提供するSKSは、

グループの総力と挑戦的な創造力で時代と社会を見つめます。
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●産業用から一般用まで、 
　あらゆる分野・用途で活躍。 

海上・陸上を問わず、あらゆる分野・用

途で活躍しているSKSの強力チェー
ン。鉄鋼・造船分野におけるスリング（吊

り下げ）用チェーンやリフティングマグ

ネットチェーン。 

FA・プラント現場の搬送用コンベヤチ

ェーン。そして耐蝕性と耐久性に富むス

テンレスチェーンは、鋼材の酸洗用とし

てシャフト業界や鍍金業界で役立たされ

ているばかりでなく、インテリアやエク

ステリアなどの一般用途にも幅広く利用

されています。 

●フルラインシステムで 
　マルチプルなニーズに対応。 

高品質で多用途の製品をつくりだすため

に、SKSでは開発から設計、製作、アッセ
ンブリー、出荷、在庫管理にいたる一貫

した製販体制と、フルライン設備を完備

した生産体制を整えています。 

最新のドイツ製自動製鎖機を始めとする

各種チェーン製造機器、SKSが誇る強
力チェーンを生み出す熱処理設備、検査

試験設備など、万全のシステムで信頼の

製品とサービスを提供しています。 

SKSの最大の特色は、大小さまざまな
チェーンと、豊富なアタッチメントとの

組み合わせにより、どんなニーズにも

対応することができることで、そのトータ

リティにおいて他の追随を許さないの

です。 
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チェーンの品質強化と用途開発を 

積極的に行ってきたSKSには、世界初、国内初と言われる 

製品開発実績があります。 

従来の倍の力を引出し、他の追随を許さない 

漁網用チェーン。 

軽量小ピッチ化によって実現した 

船舶・ハッチカバー用チェーン。 

そして不可能とされていた強力チェーンの 

メッキ加工に成功するなど、 

先駆的技術で産業社会の発展に 

貢献しています。 
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●設計から製造まで、 
　コンベアニーズを網羅する。 

I H I、日本鋼管を始めとする大手クライ

アントのプラント設備において、搬送に

かかわる各種の状況を分析し、最適なチ

ェーンコンベヤを提供しているSKS。一
般産業用でも、発電所や土木工事におけ

る垂直コンベヤを開発するなど、設計か

ら製作・施工、メンテナンスにいたる一

貫システムで、コンベヤメーカーとして

も高い評価を得ています。 

●高周波加熱の独自技術による 
　合理化・省力化装置。 

生産効率を高めるとともに、工場環境に

より良い設備機器として研究開発された

のが、各種合理化・省力化装置です。 

これは高周波による急速加熱を利用す

る、SKS独自の技術によって誕生した
製品で、生産ラインの加熱工程における

合理化・省力化を実現するとともに、よ

りクリーンな工場環境の創出に貢献して

います。 

●エコロジー分野に積極的に進出する 
　各種公害防止設備機器。 

環境破壊が地球全体の問題となっている

今日、エコロジーにかかわる企業責任は

重大です。人にあたたかく、地球にやさ

しい環境設備の開発をめざして、SKS
はこの分野に果敢に挑戦しています。S 
５１年、公害防止関連設備として、ゴミ前

処理プラントを設計製作して以来、環境

改善に積極的に取り組み、近年新開発さ

れた含油廃水処理装置は、日本産業機械

工業会により優秀公害防止装置として会

長賞を受賞するなど、高い評価を得てい

ます。 
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●明日の可能性を追求する 
　技術研究室。 

開発から設計製作までをトータルに行っ

ているSKS。そのブレーンとも言える
のが、岸和田管理本部に設置されてい

る技術研究室です。 

ここではチェーン部門、コンベヤ部門、

水処理部門の３グループに別れた技術者

たちが、より優れた製品づくりと新たな

可能性を追求し、積極的な研究を繰り広

げています。 

■廣田　勝司（技術部　機械課） 
　S５４年入社　九州工業高等学校卒 

私はコンベヤ部門の開発設計を担当して

います。 

公害防止関連設備として、ゴミ前処理プ

ラント用コンベヤが中心ですが、３～４

年前から火力発電所やセメント業界など

の一般産業用も手掛けています。 

一つのシステムを完成させるには、早い

ものでも３ヶ月、長ければ１～２年かか

るものもザラで、かなりハードワークに

なりますが、何と言っても自分でつくっ

たコンベヤシステムが完成した時の喜び

にはかえられません。 

開発の方でも、これまで垂直コンベヤと

いう新しいシステムを実現させ、今はル

ーフコンベヤや破砕装置などの新製品開

発に取り組んでいるところです。 

■鍋谷　純一（技術部　製品課） 
　S５１年入社　大阪工業高等専門学校 
　　　　　　　機械工学科卒 
私は今、新製品の設計業務を手掛けてい

ますが、学校で習った機械工学の知識が

本当に役立っています。 

逆に言うと機械工学を勉強してきた人に

とっては、これほど適した職場はないか

も知れないですね。 

SKSの一番良いところは、各自の意見
や提案を積極的に聞いてくれるところ。 

グループ毎に提案制度があり、製品開発

などそこで出た提案をとても重視してく

れる土壌があります。私もいずれは自分

のアイデアを認めてもらえる、オリジナ

ル製品を世に送り出したいと頑張ってい

ます。 
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●システマチックでパワフルな 
　活動を生み出すグループ組織。 

事業拡大に応じ、SKSでは早くからよ
り機能的な組織づくりに着手してきまし

た。製販の役割を分離し、研究開発、設

計技術、資材管理、販売などの機能を昭

和機械商事に集約し、各製造部門を独立。

チェーン製造の昭和機械製鎖、熱処理部

門の住吉熱錬工業、コンベア部門の昭和

産機、アッセンブリー・出荷・倉庫管理

を担う昭和製缶、省力化装置などの新製

品を扱うハイフリック、そしてグループ

の経営チェック機関としての岡崎興産に

よる国内5社。これにシンガポール、イ

ンドネシアの海外生産拠点2社を加えた

グローバルなグループ組織を形成し、幅

広い活動を展開しています。 

●全国のニーズにリアルに 
　対応する拠点サービス網。 

岸和田工場を生産拠点として全国に広が

るSKSの営業サービスネット。岸和田
管理本部を中心に、札幌、東京、名古屋、

大阪、広島、福岡、岸和田と、全国の主

要都市を結び、リアルタイムで行き届い

たサービスを実施しています。 

●東京支店 

●本社（大阪市） 

● 広島営業所 ● 管理本部（岸和田市） 

● SHOWA CHAIN(S)PTE.LTD.（シンガポール） 
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●やりがい、生きがいを感じて 
　もらうためのシステムづくり。 

「会社を運営することは、人が幸せにな

る手段。」と考えるSKS。だからみんな
で努力して、幸せを獲得することを合言

葉に、風通しが良く柔軟な組織風土を育

成しています。例えばグループ毎に設け

られている提案制度でも、社歴を問わず

前向きな意見や発想を大いに歓迎し、ト

ップ自ら積極的に耳を傾ける会社。 

ヤル気のある人がどんどん伸びていける

ように、正しく評価される人事制度シス

テムを整えています。 

国内トップメーカーとして、一人ひとり

が誇りを持てる会社。無借金経営の堅実

な企業力。トップの柔軟で人間愛に満ち

た経営。SKSは生きがいを感じ、幸福を
追求できる会社なのです。 ●いきいきと働きやすい環境づくり。 

　明日への意欲を増進させる 
　充実の福利厚生。 

SKSの各拠点はすべて土地・建物自社
保有で、本社ビルを始め、全国に広がる

支店、営業所はすべてここ数年の間に新

築された快適なオフィスです。岸和田管

理本部の新社屋も完成（平成５年９月）。 

気持ち良く働きやすい環境づくりに取り

組んでいます。また、有数のリゾート地

として名高い南紀白浜には、海を望む保

養所を完備。さらに現在進行中の中期５

ヶ年計画を達成した際には、新たにリゾ

ートマンションを購入する予定で、福利

厚生の充実もSKSの自慢です。 
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■SKSグループ概要 
本 社  
 
岸和田管理本部 
 
支店・営業所 
海外系列会社 

●昭和機械商事株式会社 

　【開発・設計技術・生産管理・販売部門】 

　代表者/ 代表取締役　岡崎　啓司 
　資本金/ 9,500万円 

●昭和機械製鎖株式会社 

　【チェーン製造部門】 

　代表者/ 代表取締役　岡崎　幸三 
　資本金/ 2,000万円 

●住吉熱錬工業株式会社 

　【熱処理部門】 

　代表者/ 代表取締役　岡崎　幸三 
　資本金/ 2,000万円 

●昭和製缶株式会社 

　【アッセンブリー部門】 

　代表者/ 代表取締役　岡崎　啓司 
　資本金/ 1,000万円 

●岡崎興産株式会社 

　【グループ経営指導】 

　代表者/ 代表取締役　岡崎　幸三 
　資本金/ 1,200万円 

/ 
 
/ 
 
/ 
/

大阪市住之江区北加賀屋1-3-23 
TEL.（０６）６６８５-６７７１ FAX.（０６）６６８５-９０１３ 

大阪府岸和田市臨海町13番地 
TEL.（０７２４）３８-０３１５ FAX.（０７２４）３８-４９５１ 

札幌、東北、東京、名古屋、大阪、広島、福岡 
SHOWA CHAIN SINGAPORE 
PRIVATE LTD. 
P.T.INDONESIA MAGMA CHAIN 
昭和機械（蘇州）有限公司 

■昭和機械商事株式会社　組織図 

札幌営業所 

社　　長 

役員会 

東北営業所 

東京チェーングループ 

名古屋営業所 

大阪営業所 

広島営業所 

福岡営業所 

装置グループ 

水処理グループ 

高周波グループ 

補強土グループ 

業務部 

品質部 

品質部 経理部 

経理部 

総務部 

業務課 

品質管理課 

設計開発グループ 

産業課 
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■SKSグループ沿革 

創業者岡崎兵次が大阪市淀川区佃町に、大阪製鎖所を設立。 

大阪住吉区東加賀屋に移転。社名を昭和機械製作所と改称。 

昭和機械製鎖株式会社に改組。資本金２０万円。 
福岡営業所開設。 
JIS  認定の強力チェーン・日本工業規格工場となる。 
独自の製品開発を推進するため、東加賀屋に技術研究所を配置。 
札幌営業所開設。 

昭和機械製鎖、資本金２,０００万円に増資。西独ワフィオス社の 

最新ベンディングマシンを導入し、強力チェーンの品質向上と 

量産拡充を図る。 
一般産業分野に進出し、産業機械部門を設置。 
東京支店開設。 

昭和機械商事、資本金４,５００万円に増資。 
日立製作所より鉱山機械の製作並びに販売権を継承。 

コンベヤメーカーとしての基盤を固める。 
建設業者登録が認可され、大阪府の機械器具設置工事業者となる。 

産業機械部門の技術の充実と強化、および公害防止関連設備の 

設計製作を行うため、昭和産機株式会社を設立。資本金２,０００万円。 
公害防止関連設備として、ごみ前処理プラント設計製作を開始 

し事業拡大する。広島営業所開設。 
海外生産拠点としてシンガポールに、現地法人SHOWA 

CHAIN SINGAPORE PRIVATE LTD.を設立。 
名古屋営業所開設。 

海外第二の生産拠点としてインドネシアに、現地法人 

P. T.INDONESIA MAGMA CHAIN を設立。 
新分野、含油廃水処理装置を開発し、第11回優秀公害防止装置 

として、日本産業機械工業会会長賞を受賞。 

高周波急速加熱を応用した、合理化・省力化装置のエンジニア 

リングと販売を目的に、ハイフリック株式会社を設立。 

資本金５,０００万円。 

昭和機械商事、設立３０周年。 

新本社ビル完成。広島営業所新社屋完成。 

優良申告法人企業として表敬される。（住吉税務署） 
福岡支店新社屋完成。 

昭和機械商事、資本金９,５００万円に増資。 

岸和田管理本部社屋完成。 
建設業者登録、建設大臣許可、機械器具設置工事業。 

東北営業所開設。 

大阪府岸和田市臨海町の大阪鉄工金属団地内に新工場を建設 

し、グループの生産・技術・研究開発など主要部門を集結。 

昭和機械商事、資本金３,０００万円に増資。 

グループ経営検討専門機関として、岡崎興産株式会社を設立。 

昭和機械製鎖株式会社から販売部門を分離し、昭和機械商事 
株式会社を設立。 
資本金２,５００万円。 

熱処理部門を内制化し住吉熱錬工業株式会社を設立。 

資本金２,０００万円。 

1937年 
1940年 
1943年 
1958年 
1961年 

1962年 

1963年 

1965年 

1966年 
1967年 
1969年 

1970年 
1971年 

1976年 

1977年 

1981年 

1984年 

1986年 

1990年 

1991年 

1992年 
1993年 

1996年 
2002年 

中国江蘇省蘇州市に、昭和機械（蘇州）有限公司を設立。 2008年 
北陸営業所開設。 2009年 
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※このカタログの記載内容は、改良などの為、予告なく変更されることが有ります。 

P.T. .

本 社  
東京チェーングループ 
装置グループ  
高周波グループ 
水処理グループ 
補強土グループ 
札 幌 営 業 所  
仙 台 営 業 所  
富 山 営 業 所  
名古屋営業所 
大 阪 営 業 所  
広 島 営 業 所  
高 松 営 業 所  
福 岡 営 業 所  
管 理 本 部  

〒559-0011 
〒120-0006 
〒120-0006 
〒124-0003 
〒596-0013 
〒559-0011 
〒003-0026 
〒984-0015 
〒939-8205 
〒457-0067 
〒559-0011 
〒739-0142 
〒761-0301 
〒812-0004 
〒596-0013

大阪市住之江区北加賀屋１丁目３番２３号 
東 京 都 足 立 区 谷 中３丁 目９番１４号  
東 京 都 足 立 区 谷 中３丁 目９番１４号  
東京都葛飾区お花茶屋３丁目５番１３号  
大 阪 府 岸 和 田 市 臨 海 町 １３ 番 地  
大阪市住之江区北加賀屋1丁目3番23号 
札 幌 市白石区本通１４丁目南２番５号  
仙 台 市 若 林 区 卸 町１丁 目１番１号  
富 山 市 新 根 塚 町 １ 丁 目２ 番 ８ 号  
名 古 屋 市 南 区 上 浜 町３０１番 地４ 
大阪市住之江区北加賀屋１丁目３番２３号 
東 広 島 市 八 本 松 東２丁 目５番１８号  
高 松 市 林 町 2 5 6 3 ー 1 0  
福 岡 市 博 多 区 榎 田２丁 目８番３号  
大 阪 府 岸 和 田 市 臨 海 町 １３ 番 地  

電話  06（6685）6771（代） 
電話  03（5613）1251（代） 
電話  03（5613）1215（直） 
電話  03（3602）6431（代） 
電話  072（431）6324（代） 
電話  06（4977）6054（代） 
電話  011（864）2333（代） 
電話  022（788）3211（代） 
電話  076（420）7008（代） 
電話  052（613）3157（代） 
電話  06（6685）6771（代） 
電話  082（428）7958（代） 
電話  087（869）2778（代） 
電話  092（411）1017（代） 
電話  072（438）0315（代） 

FAX 06（6685）9013 
FAX 03（5613）1210 
FAX 03（5613）1309 
FAX 03（3602）6435 
FAX 072（438）7861 
FAX 06（6685）6750 
FAX 011（864）2167 
FAX 022（782）3577 
FAX 076（420）7016 
FAX 052（613）3158 
FAX 06（6685）9013 
FAX 082（428）8069 
FAX 087（869）2783 
FAX 092（411）1043 
FAX 072（438）4591


